
〇近年に要請を行った事件・事故一覧（令和７年12月末現在）　

分類 発生日 要請日 種類 相手先 主体 内容 発生場所 加害者 事件概要 要請内容

犯罪 H31.2.2 H31.2.2 口頭 南関東防衛局 県 米兵による民家侵入 海老名市 米海軍厚木基
地所属二等兵
曹（男性）

２月２日5時10分に、厚木基地所属米兵が
海老名市内の民家に侵入し、シャワーを浴
びていたところを家人に発見され、現行犯
逮捕された。警察によると米兵は酒に酔っ
ていた。なお、住宅侵入以外の被害はな
し。

再発防止を米軍に申し入れること

犯罪 R1.5.12 R1.5.13 口頭 南関東防衛局 県 米兵による器物損壊 千葉県成田市 米海軍横須賀
基地所属二等
水兵（男性）

５月12日午前２時30分ごろ、千葉県成田市
内のマンションエントランスのガラスを側溝
の蓋で損壊。

綱紀粛正、再発防止を米軍に申し入れること

犯罪 R1.7.13 R1.7.30 口頭 南関東防衛局 県 米軍族による無許可のドローン飛
行

東京都秋葉原 キャンプ座間で働く軍属が、７月13日に秋
葉原で無許可でドローンを飛ばしたとして、
航空法違反の疑いで書類送検された。

教育の強化
再発防止の徹底

犯罪 R1.9.1 R1.9.2 口頭 南関東防衛局 県 空母ロナルド・レーガン乗組員に
よる公務執行妨害

逗子市新宿 空母ロナルド・
レーガン乗組員

逗子市新宿のレストラン駐車場で車の窓ガ
ラスを割り暴れているところを公務執行妨
害の容疑で逮捕。

再発防止の徹底
引き続きの情報提供

航空機 R1.10.28 R1.10.31 口頭 南関東防衛局 県 米軍ヘリコプターによる強風が原
因とみられる損壊

相模原市南区磯
部

10月28日午後、キャンプ座間ヘリポート近
傍の家屋内の調度品（人形棚のガラス等）
が損壊.。着陸中の米軍ヘリコプターが生じ
させた強い吹き下ろしの風が原因とみられ
る。

・事実関係や原因について調査を行うととも
に、県や関係市に情報提供を行うこと。
・調査により米軍に起因するものと判明した場
合は、適切な再発防止策を講じるよう米軍に
申し入れること。

犯罪 R1.11.4 R1.11.4 口頭 南関東防衛局 県 空母ロナルド・レーガン乗組員の
酒気帯び運転・交通事故

横須賀市武（た
け）路上

空母ロナルド・
レーガン乗組員
（二等兵曹）

11月4日午前1時頃、横須賀市武路上で、
米兵車両がセンターラインをオーバーし日
本人車両と正面衝突。米兵の呼気1Ｌ中
0.2mgのアルコールを検出。警察による現
行犯逮捕。
被害者（２名）：日本人男性と女性、女性は
頭を打つなどし、緊急搬送。
12月18日に道路交通法違反等の罪で起
訴。

米軍の教育
規律保持の徹底
再発防止に万全を期すこと

交通事故 R1.12.6 R1.12.6 口頭 南関東防衛局 県 相模原市内でのキャンプ座間所
属の米兵による交通事故（車両損
傷の物損のみ）

相模原市新磯野 キャンプ座間所
属米兵

米兵は軍用車を運転中、信号で停車してい
た相模原市教育委員会の公用車に接触。
けが人なし。車両損傷。

所属米軍人等に対する交通安全教育等によ
る同種事故の再発防止の徹底
万が一事故が発生した場合の迅速な情報提
供

航空機 R2.1.25 R2.1.28 口頭 南関東防衛局
（防衛大臣あて）

県市協 米海軍所属MH-60ヘリコプターの
不時着水事故

沖縄本島の東方
約170kmの公海
上

１月２５日16時24分頃、米海軍所属のＭＨ
－60ヘリコプター１機が、通常運用中、沖縄
本島の東方沖、約170kmの公海上に着水し
た。全乗員５名は救助

早急な原因究明
原因に応じた再発防止策を講ずること
事故原因や再発防止策を含めた、適時適切な
情報提供

泡消火剤
の漏出事
故

R2.4.10 R2.5.27他 文書 外務大臣
防衛大臣
駐日米国臨時代理大使
日米軍司令官

渉外知事
会、県市
協

泡消火剤の漏出事故 沖縄県普天間飛
行場（宜野湾市）

有機フッ素化合物（PFOS等）を含む泡消火
剤の大規模な漏出事故

・泡消火剤の回収除去の徹底、環境調査と必
要な措置の実施及びその結果公表
・早期の原因究明、再発防止策の徹底及び立
入調査の実施、除去体制の構築
・PFOS等を含む製品の状況調査と公表
・PFOS等を含む製品の代替品への早急な交
換
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分類 発生日 要請日 種類 相手先 主体 内容 発生場所 加害者 事件概要 要請内容

犯罪 R2.10.31 R2.10.31 口頭 南関東防衛局 県 横須賀基地所属米兵による民家
侵入

横須賀市緑が丘 横須賀基地所
属米兵

横須賀基地所属米兵が酒に酔った状態で
民家へ侵入し、現行犯逮捕された。

隊員教育の徹底
規律保持の徹底
再発防止の徹底

その他 R3.3.16 R3.3.16 口頭 南関東防衛局 県 根岸住宅地区内の火災 横浜市中区 根岸住宅地区東側（中区大芝台付近）の枯
れ芝100ａ焼損、建物２棟類焼。人的被害な
し。基地の外での被害なし。

原因究明
情報提供

犯罪 R3.5.9 R3.5.11 口頭 南関東防衛局 県 キャンプ座間所属の米兵による酒
気帯び運転

沖縄県北谷町 キャンプ座間所属の米兵が、呼気１リットル
当たり0.15㎎以上の酒気帯び運転で道路
交通法違反の容疑で、沖縄県内で現行犯
逮捕。

再発防止の徹底
規律保持の徹底

犯罪 R3.5.9 R3.5.11 口頭 南関東防衛局 県 横須賀基地所属米兵による住居
侵入

横須賀市汐見台 チャンセラーズ
ビル乗組員３等
兵　男性

チャンセラーズビル乗組員が、酒に酔った
状態（呼気１リットル当たり0.35㎎）で民家の
敷地内に侵入。現行犯逮捕。

隊員教育の徹底
規律保持の徹底
再発防止の徹底

交通事故 R3.5.29 R3.5.29他 口頭
文書

南関東防衛局
外務大臣
防衛大臣
在日米海軍司令官

県
県市協

米海軍人による交通死亡事故 静岡県富士宮市
内

米海軍人が運転する車両が、静岡県富士
宮市内の蕎麦屋駐車場に突っ込む。駐車
場にいた日本人女性１名死亡、駐車場にい
た日本人２名が重軽傷。

交通安全対策の徹底及び再発防止
万全な被害者救済

交通事故 R3.5.16 R3.6.30 口頭 南関東防衛局 県 米海軍人による交通事故 首都高湾岸線 横須賀基地所属三等兵曹が運転する車両
が、首都高湾岸線を逆走し、トラック２台と
衝突。トラック側にはけが人なし。三等兵曹
は酒気帯び運転。道路交通法違反の容疑
で送致。なお、三等兵曹は大麻らしき成分
を含む容器を所持。

交通安全対策の徹底及び再発防止
万全な被害者救済
迅速な事故報告

薬物 R3.5.16 R3.7.8 口頭 南関東防衛局 県 米海軍人による大麻取締法違反 首都高湾岸線 横須賀基地所属三等兵曹は交通事故を起
こした際、大麻を所持していた。その後の捜
査で、大麻取締法違反の容疑により送致。

教育の強化と再発防止の徹底

交通事故 R3.8.11 R3.8.12 口頭 南関東防衛局 県 キャンプ座間での米軍人による物
損事故

相模原市 米軍人がキャンプ座間内を運転中、キャン
プ座間内を通過する「市道 新戸相武台線」
のコンクリート製の遮音壁に、基地側から
衝突し、その衝撃で壁が市道側に落下し損
傷。けが人なし。

安全教育等の徹底
再発防止に万全を期すこと

犯罪 R3.10.22 R3.10.22 口頭 南関東防衛局 県 横須賀基地所属米兵による傷害
事件

横須賀市 空母ロナルド・
レーガン乗組員
２等兵

横須賀基地所属米兵が、酒に酔った状態
で横須賀市新港町の埠頭警備事務所に侵
入しようとし、制止した警備員の顔を殴打。
逮捕。警備員はその後病院で診察。

隊員教育の徹底
規律保持の徹底
再発防止の徹底

犯罪 R3.10.24 R3.10.24 口頭 南関東防衛局 県 横須賀基地所属米兵による傷害
事件

東京都港区 第７艦隊潜水部
隊

横須賀基地所属米兵が、酒に酔った状態
で東京都港区の路上で被害者の顔を殴
打。逮捕。

隊員教育の徹底
規律保持の徹底
再発防止の徹底

薬物 R3.10.24 R3.10.25 口頭 南関東防衛局 県 横須賀基地所属米兵による薬物
所持

東京都港区 空母ロナルド・レーガン乗組員が、東京都
港区の路上で、薬物所持で逮捕。

隊員教育の徹底
規律保持の徹底
再発防止の徹底
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分類 発生日 要請日 種類 相手先 主体 内容 発生場所 加害者 事件概要 要請内容

交通事故 R3.11.12 R3.11.12他 口頭
文書

南関東防衛局
外務大臣
防衛大臣
在日米海軍司令官
厚木航空施設司令官

県
県市協

米海軍人による交通死亡事故 綾瀬市内 厚木基地所属
軍人

米海軍人が運転する車両が綾瀬市内の交
差点でバイクと衝突。バイクを運転していた
綾瀬市民の高校生男性が死亡。

交通安全対策の徹底及び再発防止
万全な被害者救済

犯罪 R3.12.20 R3.12.20 口頭 南関東防衛局 県 横須賀基地所属米兵による不法
侵入

横須賀市立諏訪
小学校

横須賀基地所
属空母ロナル
ド・レーガン乗組
員

横須賀基地所属米兵が酒に酔った状態で
諏訪小学校に侵入。朝に出勤した職員が
発見。警察に通報・逮捕。

隊員教育の徹底
規律保持の徹底
再発防止の徹底

犯罪 R4.5.22 R4.5.23 口頭 南関東防衛局 県 米海軍人による暴行 横浜市西区の路
上

米海軍人 米海軍人1名が横浜市西区南幸２丁目の路
上で、日本人３名に暴行し逮捕。

米軍の綱紀粛正
再発防止

環境 R4.6.30 R4.7.1他 文書
口頭

外務大臣
防衛大臣
南関東防衛局

県市協、
県

横須賀基地内でのPFOS等検出 横須賀基地 米軍より、横須賀基地内の排水からPFOS
等が検出されたとの情報提供あり。

早急な原因究明
再発防止
立入調査の実施等

犯罪 R4.7.9 R4.7.19他 口頭 南関東防衛局 県 米海軍人による傷害事件 逗子市 横須賀基地所
属の米海軍人

逗子市路上で男女４名が突き飛ばされて重
軽傷を負い、米海軍人が傷害罪で起訴され
た。

教育訓練の徹底
再発防止
綱紀粛正

交通事故 R4.7.27 R4.7.28 口頭 南関東防衛局 県 横須賀基地所属米兵による北海
道での交通事故

北海道長沼町 横須賀基地所
属の米海軍人

米海軍人がプライベートで訪れた北海道長
沼町で、民間車両と事故を起こした。被害
状況は不明（死亡事故ではない）。

再発防止
原因究明
綱紀粛正
追加の情報提供

環境 R4.9.24 R4.9.26他 口頭
文書

南関東防衛局
外務大臣
防衛大臣

県
県市協

厚木基地でPFOS等を含む泡消火
薬剤が流出

厚木基地 厚木基地内の格納庫から飛行場エプロン
（駐機場所）にPFOS等を含む泡消火薬剤
が流出。

早急な原因究明
再発防止
立入調査等

環境 R5.5.24 R5.5.24他 口頭 米側
南関東防衛局

県 厚木基地における油漏れ 厚木基地 厚木基地において油漏れが発生し、基地の
外を流れる蓼川で油の流出が確認された。

油の回収及び流出防止措置の実施、原因究
明及び再発防止措置の実施、流出量等に関
する更なる情報提供、
基地への立入の実現等

犯罪 R5.7.14 R5.7.15 口頭 南関東防衛局 県 米海軍人による暴行 海老名市中央1丁
目の飲食店

厚木基地所属
の米海軍人

米海軍人が飲食店に入ろうとした時に、店
長を押し倒した。

綱紀粛正
再発防止

その他 R5.8.20、21 R5.8.24 口頭 南関東防衛局 県 薬きょう拾得 葉山町等 葉山町等で薬きょうが見つかり、米海軍横
須賀基地は、葉山町で見つかった1箱を引
き取った。

薬きょうが米軍の物であれば、原因究明、薬
きょう等の管理の徹底、再発防止

交通事故 R5.8.24 R5.8.25 口頭 南関東防衛局 県 米軍関係者同士の交通事故 横須賀市大滝町 横須賀市で米軍人が運転するバイクと、米
軍属の家族が運転する乗用車との交通事
故があり、バイクを運転していた米軍人が
死亡した。

更なる情報提供
原因究明
再発防止等

犯罪 R5.10.3 R5.10.3 口頭 南関東防衛局 県 米軍人の傷害事件 川崎市中原区路
上

米軍人 米軍人が被害者の胸ぐらをつかんで投げ
倒し、逮捕された。被害者は、前頭部のケ
ガを負った。

更なる情報提供
原因究明
再発防止等

航空機 R5.11.29 R5.11.29他 口頭
文書

南関東防衛局
外務大臣
防衛大臣

県
県市協、
渉外知事
会

米空軍オスプレイの墜落 鹿児島県屋久島
沖合

米空軍オスプレイCV-22が墜落し、乗員の
死亡が確認された。

原因究明
再発防止
安全対策の徹底
安全確認までの飛行停止等
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分類 発生日 要請日 種類 相手先 主体 内容 発生場所 加害者 事件概要 要請内容

航空機 R5.12.7 R5.12.8 口頭 南関東防衛局 県 米軍ヘリコプターの部品遺失 不明 厚木基地所属の米軍ヘリコプター（MH-
60S）が厚木基地に帰還後、機体後方パネ
ルを遺失したことが判明した。

被害状況の把握
原因究明
再発防止等

犯罪 R6.4.19 R6.4.19 口頭 南関東防衛局 県 米軍人による万引き 横須賀市 第７艦隊米軍人 米軍人がスーパーの飲食物を会計せずに
フードコートで飲み食いしているところを店
員が発見した。

綱紀粛正
再発防止
状況に応じた引き続きの情報提供

交通事故 R6.5.11 R6.5.15 口頭 南関東防衛局 県 米軍人による当て逃げ 逗子市路上 横須賀基地米
軍人（艦船修
理）

米軍人が深夜に信号無視して交差点に進
入し、タクシーと衝突したがそのまま逃げ
た。被害者２名が軽傷を負った。

再発防止
綱紀粛正
引き続きの必要な情報提供

R6.8.3 口頭 南関東防衛局 県 ・適時適切な情報提供
・原因究明及び再発防止策の徹底
・航空機の徹底した整備の実施
・必要な安全対策の確実な実施
・土地所有者等に対する適切な補償

R6.8.7 文書 防衛省、外務省 県市協 ・原因究明
・安全対策の実施
・関係自治体への情報提供及び情報の公表
・航空機の徹底した整備の実施
・水田所有者等に対する適切な補償の実施

交通事故 R6.9.18 R6.9.19 口頭 南関東防衛局 県 米軍人による交通死亡事故 横須賀市小川町
６
国道16号線

米海軍人が運転する車両が、右折禁止の
交差点を右折した際、直進してきたオートバ
イに衝突した。オートバイを運転していた22
歳男性が死亡した。

・規律の厳正な保持
・交通教育の一層の徹底等による再発防止策
の確実な実施
・必要な被害者救済の実施

R6.10.10 口頭 南関東防衛局 県 ・早期の原因究明、再発防止策の実施
・引き続きの情報提供
・安全対策の実施
・着陸地点周辺等における安全管理の徹底
・航空機の安全対策の徹底

R6.10.18 文書 南関東防衛局
外務省

県市協 ・必要な再発防止策の実施
・原因分析及び原因に即した安全対策の実施
・関係自治体への情報提供及び情報の公表
・航空機の安全性等に関する適時適切な情報
提供

R6.11.6 口頭 南関東防衛局 県 10月10日の茅ヶ崎市内における予防着陸
事案について南関東防衛局から原因等の
情報提供があった。

・再発防止策の確実な実施
・一連の予防着陸に関する引き続きの適時適
切な情報提供
・航空機の安全性等に関する事項を積極的に
明らかにすること

犯罪 R6.11.30 R6.12.1 口頭 南関東防衛局 県 横須賀基地所属米兵による民家
敷地侵入

横須賀市東逸見 横須賀基地所
属米兵（ブルー
リッジ所属）

ブルーリッジ所属の米兵が、酒に酔った状
態（呼気１リットル当たり0.15㎎）で民家内に
侵入し、現行犯逮捕された。

隊員教育の徹底
規律保持の徹底
再発防止の徹底
飲酒に関する教育の徹底

交通事故 R6.12.6 R6.12.6 口頭 南関東防衛局 県 横須賀基地所属米兵による交通
事故

三浦市初声町 マッキャンベル乗組員の米兵が運転する車
両と日本人が運転するオートバイの衝突事
故が発生した。

・相次ぐ交通事故をふまえ、規律の厳正な保
持
・交通教育の一層の徹底等による再発防止策
の確実な実施
・必要な被害者救済措置の実施

海老名市内における米海軍ヘリコ
プターの予防着陸

海老名市内 海老名市内の水田に米海軍のヘリコプター
1機が予防着陸した。

R6.10.10 米海軍厚木基地のヘリコプターMH-60が
茅ヶ崎市内の海岸に予防着陸した。

航空機 茅ケ崎市内における米海軍ヘリコ
プターの予防着陸

茅ケ崎市内海岸

R6.8.3航空機
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犯罪 R7.1.10 R7.1.11 口頭 南関東防衛局 県 米軍人による住居侵入 横須賀市東逸見2
丁目

米軍人 米軍人が横須賀市内の日本人宅の庭にい
るところを発見され、住居不法侵入の容疑
で逮捕された。

・更なる隊員教育の徹底
・規律保持の徹底
・再発防止の徹底

犯罪 R7.1.29 R7.1.29 口頭 南関東防衛局 県 米軍人による不法侵入及び器物
損壊

横須賀市のホテ
ル

米軍人 米軍人が、ホテル内に侵入しているところを
発見され、逮捕された。ホテルの窓ガラス
が割れていた。

・立て続けての不法侵入発生を踏まえた、規
律の厳正な保持
・一層の隊員教育の徹底による再発防止策の
確実な実施
・被害に対する必要な補償の実施
・リバティ制度上の問題について引き続き整理
して情報提供
・リバティ制度の適切な運用

交通事故 R7.2.11 R7.3.4 口頭 南関東防衛局 県 米軍人による交通事故 横須賀市深田台 横須賀基地所
属米軍人。
男性。先任曹
長。

米側当事者車両がＴ字路の突き当りを右折
した際に、横断歩道を歩いていた歩行者
（日本人男性）を巻き込む形で接触。歩行
者は左足を複数骨折。

・報告時期が遅くなった理由等の更なる情報
提供
・相次ぐ交通事故をふまえた規律の厳正な保
持
・交通教育の一層の徹底等による再発防止策
の確実な実施
・今後、万が一事件事故が発生した場合の早
急な情報提供

交通事故 R7.4.27 R7.4.28 口頭 南関東防衛局 県 米軍人による交通事故 横須賀市平成町
２丁目

米海軍西太平
洋水上部隊司
令部所属米軍
人。
男性。曹長。

米軍人が運転する車両が、交差点を右折し
た際、直進してきたオートバイに衝突。オー
トバイを運転していた男性が死亡。

・昨年９月の死亡事故から短期間で再び交通
死亡事故が発生したことを踏まえ、規律の厳
正な保持
・交通教育の一層の徹底等による再発防止策
の確実な実施
・必要な被害者救済の実施

航空機 R7.12.15 R7.12.18 口頭 南関東防衛局 県 米軍ヘリコプターからヘルメット落
下

不明（厚木基地の
南西約26キロ付
近）

米軍ヘリコプターが厚木基地の南西約26キ
ロ付近を飛行中、強い外気流により乗員の
ヘルメット１個が外れ、陸地に落下した。

・ 引き続きの情報提供
・ 事故の再発防止に万全を期すこと


